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石　

仏　

散　

歩

すとーん・さーくるすとーん・さーくる
　

昨
年
の
中
越
地
区
見
学
会
で
最
後
に
寄
り
道
し
た
の
が
出

雲
崎
町
井
鼻（
い
の
は
な
）の
寄
木
様（
石
祠
）で
あ
っ
た
。コ
ン

ク
リ
ー
ト
塀
に「
寄
木
様
」と
大
書
し
、案
内
板
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
る
。

　
　

昔
、井
鼻
の
祖
師
堂
の
あ
る
浜
に
、一
本
の
寄
木
が
打
ち

　
　

あ
げ
ら
れ
て
い
た
。そ
の
寄
木
は
、し
ば
ら
く
す
る
と
芽

　
　

を
吹
き
、す
く
す
く
と
伸
び
、葉
を
繁
ら
せ
て
大
き
な
榎

　
　

の
木
に
な
っ
た
。付
近
の
人
た
ち
は
、こ
れ
は
出
雲
の
国

　
　

か
ら
こ
の
出
雲
崎
を
目
指
し
て
流
れ
て
き
た
御
神
木
に

　
　

違
い
あ
る
ま
い
と
、信
仰
心
の
あ
つ
い
人
た
ち
の
志
で
、

　
　

こ
の
木
の
下
に
石
の
祠
が
立
て
ら
れ「
寄
木
さ
ま
」と
呼

　
　

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

悪
い
風
邪
な
ど
流
行
す
る
と
、こ
の
寄
木
さ
ま
に
酒
の
粕
を

あ
げ
て
お
詣
り
す
る
と
、不
思
議
な
ほ
ど
全
快
す
る
の
で
多
く

の
人
た
ち
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
。

「
温
故
の
栞
」六
編（
明
治
二
十
三
年
）に
も「
伝
に
上
古
出
雲
の

国
日
御
崎
よ
り
当
国
人
を
慕
ひ
、一
樹
の
榎
流
れ
来
り
、井
之

鼻
の
岬
へ
漂
着
し
忽
地
根
芽
を
生
じ
数
回
の
奇
瑞
あ
り
、土
人

崇
敬
し
て
神
に
祀
り
、寄
木
神
社
と
称
す
。出
雲
崎
浜
の
地
名

之
に
拠
る
。人
を
し
て
自
ら
神
木
た
る
を
知
ら
し
む
。痘
瘡（
天

然
痘
）を
煩
う
も
の
祈
念
す
れ
ば
速
や
か
に
平
癒
す
と
云
ふ
。」

（
傍
線
筆
者
）と
記
す
。

　

遥
か
出
雲
国
・
日
御
碕
か
ら
流
れ
着
い
た
榎
は
、治
病
神
と

し
て
信
仰
を
集
め
、当
町
の
地
名
伝
承
の
一
つ
に
も
な
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。興
味
深
い
こ
と
に
、柏
崎
市
や
出
雲
崎
町
周
辺

に
は
出
雲
の
大
国
主
命（
大
己
貴
命
）を
祭
神
に
す
る
神
社
が

点
在
す
る
。対
馬
海
流
に
乗
り
、早
く
か
ら
人
や
文
化
の
交
流

が
あ
っ
た
所
以
で
あ
る
。こ
の
寄
木
様
伝
承
も
そ
の
枠
組
み
の

中
で
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　

榎
は
砂
地
に
根
を
張
り
木
陰
を
作
る
。北
国
街
道
の
浜
沿
い

の
一
里
塚
な
ど
に
植
え
ら
れ
、旅
人
の
休
み
場
所
と
な
っ
た
。

寄
木
様
も
、長
く
そ
う
し
た
役
割
を
担
っ
た
に
違
い
な
い
。し

か
し
明
治
十
一
年
の
明
治
天
皇
北
陸
巡
幸
の
折
に
伐
ら
れ
、い

ま
は
石
祠
だ
け
が
残
る
。

寄
木
様 ̶

流
れ
着
い
た
榎
が
神
に̶

柏
崎
市 　

渡
　
邉
　
三 

四 

一

寄木様の石祠 案内板挿絵と寄木様の入口
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新
潟
県
の

　 
鯨
塚
に
つ
い
て

新
潟
県
の

　 
鯨
塚
に
つ
い
て

柏
崎
市　
渡
　
邉
　
三 

四 

一

　

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
に
は
、古
く
か

ら
様
々
な
も
の
が
海
岸
に
流
れ
着
く
。海
辺
に

暮
ら
す
人
々
は
、そ
れ
ら
漂
着
物
に
対
し
特
別

な
観
念
を
育
ん
で
き
た
。例
え
ば
、稀
に
打
ち
あ

が
る「
寄
り
鯨
」へ
の
対
応
も
そ
の
一
つ
で
、

人
々
は
そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
、供
養
の
た
め
鯨

塚（
鯨
墓
）を
建
て
て
き
た
。松
崎
憲
三
の
調
査

に
よ
れ
ば
、全
国
に
は
こ
う
し
た
鯨
塚
が
六
四

基
あ
る
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
以
前
、会
報
七
五
号（
二
〇
一
一
年

発
行
）で
新
潟
市
間
瀬
の
鯨
塚
を
紹
介
し
た
こ

と
が
あ
る
。実
は
、長
い
海
岸
線
を
有
す
る
本
県

に
は
現
存
で
合
計
九
基（
本
間
義
治
ほ
か
、一
九

九
二
年
）が
確
認
で
き
、そ
の
多
く
が
荒
波
に
揉

ま
れ
る
冬
の
漂
着
で
あ
る
。そ
の
主
な
四
例
を

眺
め
て
み
よ
う
。

　
「
鯨
一
頭
七
浦
潤
う
」と
言
う
よ
う
に
、寄
り

鯨
は
海
辺
の
村
に
大
き
な
富
を
も
た
ら
し
た
。

肉
を
は
じ
め
油
や
骨
、髭
に
至
る
ま
で
棄
て
る

と
こ
ろ
が
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、鯨
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

ど
、そ
の
恩
恵
は
増
す
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
四
十
三
年
三
月
造
立
の
柏
崎
市
宮
川
の

鯨
塚
は
、同
海
岸
に
漂
着
し
た
二
〇
ｍ
余
り
の

巨
鯨
の
頭
骨
を
埋
納
し
た
供
養
塔
で
あ
る
。正

面
に「
紀
念
鯨
頭
骨
」、右
側
面
に「
明
治
四
十
三

年
三
月
五
日
／
当
町
海
岸
ニ
漂
着
ス
身
長
十
三

間
三
尺
重
量
一
万
八
千
貫
匁
ヲ
有
シ
タ
リ
」と

刻
む
。ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
と
思
わ
れ
る
が
、そ
の
巨

体
が
も
た
ら
し
た
総
売
上
金
は
一
〇
七
〇
円
に

も
達
し
た
と
い
う
。当
時
、公
務
員（
高
等
官
）の

初
任
給
が
五
五
円
で
あ
っ
た
か
ら
、そ
の
経
済

効
果
は
絶
大
で
あ
っ
た
。

　

長
岡
市
寺
泊
に
は
二
基
の
鯨
塚
が
あ
り
、松

沢
に
は
嘉
永
二（
一
八
四
九
）年
四
月
造
立
の
も

の
が
、大
和
田
に
は
明
治
三
十
年
二
月
造
立
の

石
塔
と
鯨
の
肋
骨
が
合
わ
せ
祀
ら
れ
る
。

　

一
方
、佐
渡
市
椎
泊
に
は
、明
治
二
十
一
年
旧

二
月
造
立
で「
釈
震
聲
能
度
鯨
魚
」と
戒
名
を
刻

む
鯨
塚
が
あ
る
。う
ち「
能
度
」の
文
字
に
は
、鯨

が
能
登
か
ら
流
れ
着
い
た
か
ら
と
い
う
説
と
子

鯨
が
シ
ャ
チ
に
襲
わ
れ
母
鯨
が
能
く
泣
い
た
か

ら
だ
と
い
う
説
と
が
あ
る
。

　

鯨
塚
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
が
潜
ん
で
い
る
。佐渡市椎泊（明治21年） 寺泊町大和田（明治30年）

寺泊町松沢（嘉永２年） 柏崎市宮川（明治43年）

「
寄
り
鯨
」の
供
養
塔



石仏見聞録 3

　

今
年
、通
水
百
周
年
を
迎
え
た
大
河
津
分
水

路
。河
口
近
く
の
右
岸
に
あ
る
小
さ
な
農
村
、燕

市
中
島
の
旧
分
水
町
竹
ヶ
花
集
落
。堤
防
下
の

小
道
か
ら
小
高
い
丘
の
竹
林
を
登
る
と
頂
上
に

「
新
羅
王
碑
」（
し
ら
ぎ
お
う
ひ
）と
刻
ま
れ
た
古

い
石
碑
に
辿
り
着
く
。

　

こ
こ
が
新
潟
県
に
残
る
史
跡
で
渡
来
人
ゆ
か

り
の
里
。知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
場
所
だ
。集

落
の
伝
承
に
よ
る
と
、古
代
、朝
鮮
半
島
の
東
南

部
に
あ
っ
た
新
羅
国
の
王
族
関
係
者
の
船
が
対

馬
海
流
に
の
っ
て
寺
泊
に
漂
着
し
た
。そ
の
後
、

こ
の
集
落
に
迎
え
ら
れ
た
渡
来
人
た
ち
は
、農

業
や
医
療
な
ど
の
高
い
技
術
で
地
元
に
貢
献
し
、

こ
こ
で
生
涯
を
終
え
た
と
い
う
。

　

山
腹
に
は
小
石
柱
の
素
朴
な
初
代
の
お
墓
が

今
も
残
っ
て
い
る
。明
治
三
十
五（
一
九
〇
二
）

年
六
月
、当
時
の
弥
彦
神
社
神
官
の
指
導
で
新

し
く
て
大
き
い
石
碑
が
山
頂
に
建
立
さ
れ
た
。

　

こ
の
自
然
石
の
碑
文
は
私
塾
と
し
て
高
名
な

長
善
館（
燕
市
粟
生
津〈
あ
お
う
づ
〉に
跡
地
。現

在
は
長
善
館
史
料
館
が
あ
る
）の
三
代
目
館
主
・

鈴
木
彦
嶽（
げ
ん
が
く
）が
撰
者
だ
っ
た
。表
記

は
漢
文
で
渡
来
人
が
定
着
し
た
由
来
か
ら
望
郷

の
思
い
ま
で
を
書
き
下
ろ
し
て
あ
る
。

　

集
落
で
は
渡
来
人
へ
の
恩
義
に
感
謝
し
、先

祖
代
々
、墓
守
を
続
け
て
き
た
。今
ま
で
幾
度
の

困
難
も
あ
っ
た
が
供
養
祭
を
中
止
し
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。近
年
は
六
月
第
二
日
曜
日
の
朝
、石

碑
前
に
歴
代
の
紅
白
の
旗
が
な
び
く
中
、参
加

者
が
参
拝
。こ
の
後
、村
外
か
ら
の
来
客
と
交
流

会
も
開
く
。

　

昨
夏
は
駐
新
潟
韓
国
総
領
事
館
一
行
が
初
め

て
訪
れ
、こ
れ
が
好
機
と
な
っ
て
新
時
代
の
日

韓
国
際
文
化
交
流
が
始
ま
っ
た
。長
年
、村
民
の

念
願
だ
っ
た
案
内
看
板
が
同
館
か
ら
寄
贈
さ
れ

る
日
も
近
い
。

　

今
年
六
月
十
二
日（
日
）は
、第
一
二
〇
回
記

念
祭
事
が
あ
り
、皆
さ
ん
の
来
訪
を
お
待
ち
し

て
い
る
。

　

詳
細
は
私（
祭
事
案
内
人
）の
携
帯
０
９
０-

６

２
５
４-

０
９
０
７
ま
で
ど
う
ぞ
。

新羅王碑 新羅王碑の建つ丘（燕市竹ヶ花）

今
年
も
感
謝
の

　    

「
新
羅
王
祭
」を
開
く

今
年
も
感
謝
の

　    

「
新
羅
王
祭
」を
開
く

新
潟
市　
斉
　
藤
　
忠
　
男

県
内
に
残
る
貴
重
な
渡
来
人
の
里

　
　
　
　
　 

|
燕
市
竹
ヶ
花
集
落
|

寄 

稿

第
一
二
〇
回
記
念
祭
事　

六
月
十
二
日（
日
）に
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事
務
局
だ
よ
り

　　

い
よ
い
よ
新
年
度
。左
記
の
と
お
り
総
会
と
見

学
会
を
計
画
し
ま
し
た
。総
会
の
講
演
は
９
月
に

予
定
す
る
有
志
見
学
会
の
参
考
に
も
な
り
ま
す
。

日　

時　

５
月
22
日（
日
）13
時
〜
16
時
30
分

会　

場　

長
岡
市
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー（
第
１
〜

　
　
　
　

第
３
ル
ー
ム
）ア
オ
ー
レ
西
棟
３
階

第
一
部　

公
開
講
演
会（
13
時
〜
14
時
30
分
）

　
　
　
　

講
師　

佐
々
木
長
生
氏（
元
福
島
県
立

　
　
　
　
　
　
　

博
物
館
専
門
学
芸
員
）

　
　
　
　

演
題「
会
津
・
磐
梯
山
麓
の
石
神
仏
と

　
　
　
　
　
　

 

そ
の
信
仰
」（
仮
）

第
二
部　

総
会（
14
時
40
分
〜
16
時
）

　
　
　
　

①
令
和
３
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

　
　
　
　

②
役
員
改
選
の
件

　
　
　
　

③
令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

第
三
部　

懇
談
会（
16
時
〜
16
時
30
分
）

　

※

出
欠
は
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
５
月
15
日
ま
で
に

　
　

返
信
願
い
ま
す
。

期　

日　

６
月
３
日（
金
）９
時
〜
15
時
30
分

テ
ー
マ　

山
里
・
旧
高
柳
町
の
石
神
仏
を
歩
く

　
　
　
　
　
　

̶
 

山
の
神
・
風
の
神
・
道
の
神 ̶

集　

合　

９
時 

柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー
レ 

　
　
　
　

駐
車
場（
赤
レ
ン
ガ
風
ト
イ
レ
前
）

見
学
地　

岡
田
十
二
神
社
、名
勝「
貞
観
園
」（
娥
眉

　
　
　
　

山
下
橋
標
木
と
庭
園
）、磯
ノ
辺
十
二
神

　
　
　
　

社
・
観
音
堂
石
仏
、門
出
神
社
・
田
代
十

　
　
　
　

二
神
社
な
ど

昼　

食　

道
の
駅
・
じ
ょ
ん
の
び
村「
黒
姫
御
膳
」

解　

散　

15
時
30
分

参
加
費　

５
０
０
０
円（
昼
食
代
・
バ
ス
代
等
含
む
）

定　

員　

20
名 ※

マ
ス
ク
着
用

申
込
み　

〆
切
５
月
25
日（
先
着
順
）

　
　
　
　

伊
比
卓
郎
ま
で（
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
）

　
　
　
　

電
話　

０
９
０-

７
２
７
５-

８
８
６
９

　
　
　
　

Ｅ
メ
ー
ルtnibi@

poppy.ocn.ne.jp

　

阿
賀
野
市
の
岩
野
笙
子
さ
ん
が『
室
谷̶

新
潟

県
東
蒲
原
郡
上
谷
村「
か
み
た
に
」の
く
ら
し̶

』

（
新
潟
日
報
事
業
社
）を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。室
谷

の
人
々
と
の
長
く
温
か
な
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
著

者
な
ら
で
は
の
民
俗
誌
で
す
。

　　　　

◇「
日
本
の
石
仏
」項
目
別
分
類
索
引（
創
刊
〜
第

　
一
六
〇
号
）及
び
目
次（
三
冊
一
組
）を
お
分
け

　
し
ま
す
。

　

日
本
石
仏
協
会
の
坂
口
前
会
長
さ
ん
よ
り
索
引

を
頂
だ
き
ま
し
た
。有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。総
会
、石
仏
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
で
紹
介
い
た
し

ま
す
の
で
、ご
覧
に
な

り
、必
要
な
方
は
お
持

ち
く
だ
さ
い
。ま
た
、

索
引
に
掲
載
さ
れ
て

い
る「
日
本
の
石
仏
」

に
は
ま
だ
、在
庫
の
号

も
あ
る
も
そ
う
で
す
。

ご
入
用
の
方
は
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◇
会
費
納
入
の
お
願
い

　

今
年（
令
和
３
）度
の
会
費
未
納
の
方
に
振
込
用

紙
を
同
封
し
ま
し
た
。早
目
に
お
振
込
願
い
ま
す
。

本
号
編
集
担
当　

中
越
地
区
事
務
局

　

今
号
は「
漂
着
」を
テ
ー
マ
に
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
新
年
度
総
会
と
中
越
見
学
会
の
案
内
も
載

せ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期
し
、上
記
総

会
・
見
学
会
で
皆
さ
ま
と
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

■
令
和
４
年
度
総
会
と
講
演
会
の
ご
案
内

■
中
越
地
区
見
学
会
の
お
知
ら
せ

■
会
員
の
出
版
物

B5判、120頁
1,300円+税


